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新規制定の 地盤工 学会基準

「過酸化水素水に よる土及び岩石 の酸 1生化可 能性試験方法」素案にっ いて

地盤工 学会基準部
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　 こ こに公示 す る学 会 基準案 は ， 新た に 制定 す るこ

を 提案 す る 「過 酸 化 水 素 水 に よ る土 及 び 岩石の酸 性

可能 性 試 験方 法」に 関するものである。原案は，

過 酸化 水 素水 によ
る

土 及 び 岩石 の 酸性化可能 性試 験

法 基 準化 WG 」 （ 委 員構 成は表 一 の に よ り作 成さ れ

「室 内 試験 規 格 ・基準委 員会」及び「基 準部」 にお

て審 議さ れた

ものである 。 以 下 に基準 案 の 作 成 の経緯 及 び基 準案 の 概

要 を 述 べる 。 　 基 準案 に つ い て は ，地 盤工学 会 ホーム

ー ジ に 掲 載 す る とと も に， 学 会本 部図書 館 におい て

閲覧可能と し た 。 こ こに公示 さ れた基準 案 に 対す る意

は，平 成28 年 1 月 31 日までに 書 面 に て基準 部宛

ご 提出 いた だきた い。 会 員か ら意 見 が出さ れ た場合

は ，その 内容 を 慎重に検 討 した うえ で，

準部 及び理事会 に おけ

所定 の 審議 手 続 き を 経 た後 ， 学会 基 準と し て 制定さ

る 。 2 ． 基 準 案 作成 の経 緯 　 掘削直後の新 第 三 紀

岩や 泥岩 ， 干拓 直 後の 土 等 ， 地 盤材 料 に は時間 と と

に pH が低下し pH 　2 〜 3の 強 い 酸性 を 示 す も の

ある。主な原因として， 地 盤材料 に 含 まれる 硫化鉄

の 硫化物 が空気， 水 と の接触によ
っ
て酸 化され ，硫

を 生 成 す る こ と が 挙げ ら れる 。この よ う な 地 盤 材 料

， 酸性 水 の 発 生， 植生 ・周 辺 生 態 系， 基 礎構 造 物 へ

響 を もたらす こ とから ， 酸性化の 発生有無 の判 定 が

務上 大きな課題となっ ている。また，酸性化によ っ

地盤材料に 含 まれ る重 金属等の溶出 量が増 大する こ

が 多く，自 然由来の重 金 属等を含 有する地 層 を対 象 と

ｵ た
掘削 工事に際して も ， 酸 性 化可 能性 の 評価が 実施さ

黷 驕 B しかし，硫化 物 の 酸化

度
は

比
較 I 小 ｳ ｢ ため ， 表一1　

酸化   水 ﾉ よる土

ﾑ 岩 ﾎ の _性化 可能 性試 　　 　験

@ 基 化 G 構 成 リ

_ ー 川地 武<TAB>滋 賀県立大 学名 誉教

幹   乾 徹<TAB>京 都大学 <TAB>

z<TAB>    i公 財 〕 鉄道総

Z 術 ､ 究   <TAB>川東<TAB>正幸<TAB>首都大学東

<TAB>鞫q 宏史 <TAB>（ 国研）

立環

研究所 <TAB>品 川 <TAB>俊介 <TAB>（ 国研 ） 土 木 研 究 所 <TAB>鈴
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8 通常のpH 試 験で は 酸 性を呈 さな い場 合 があ る 。

のた め，潜在的 か つ長 期的な 土 や 岩 石 の 酸性化特 性

調べる 場 合， 過酸化水 素水で強制的に酸化さ せた と

の pH の 低 下 や 硫 酸塩 含 有量 を 測 定 す る 方 法が 広 く

いら れて お り ，「

盤 材 料 試験の方法と解 説 」においても過酸
化
水 素水

用 いる pH試験， お よび 過酸化 水素 水 処 理 し た土 の硫

塩 含 有 量 試 験 が「 規格 ・ 基準以 外の 試 験 方 法 」 と

て 掲載 され て いる。 　この よう な背景 を 踏ま え， 室

試 験 規格・ 基 準 委 員会
で

は平 成25 年度に「過酸 化

素水 を 用いるpH 試 験方法 基準 化検討WG 」を 設立

，基 準 化の 必 要性につ いて の議論 を深めた 。そ
の

結

， 土 質 試 料 ， 及び 岩石質 試料 に広 く適用され る もの

統一的 な 試料 調 製 方 法が 規定 さ れ て おらず，さ らに

酸化 水 素水の濃度，地 盤 材料と過 酸化 水素水の 混合

法 を 含 む 試 料 液 の 作製 方 法 も 統一さ れ て い な いこ

から ，基

化の必 要性と期 待度

高く， 基準化が可 能であ るとの結 論 を得た。引き続

平成26 年度に「過 酸化水素水による土及び 岩石の

性 化可 能 性 試 験 方 法基準 化WG 」 を 設立 し ，基 準案

し て と り ま と め た 。 3 ． 　 基準 案 の 概 要

本 基準案は ，土及 び 岩 石 の 鉱 物組 成 に 由 来 す る潜 在 的

ﾈ 酸 性化可能性を判定する ために， 過 酸化 水 素 水

前 処 理

た地盤材 料及び 水が懸

し た 状 態 の液体

pH を 測 定 する試

方法を規定 する。 以下の 7 章で 構 成 され て いるが ，

機 物 の 酸 化に よ る pH 低下が 生 じ る 可 能性が あ

有機質土，高有機 質土 は 適 用 外としてい る。 1

用範 囲

　引 用規格 及び基 準 3 用 語 及 び 定 義 4 　 試験器

及び試薬 　 潜 在 的 な酸

化 可能性を

定する観点から， 実環 境 と 比 較 し て 非 常 に 強 い 酸化

用 を与

る 過酸
水 素 水 （ 30 ％ 濃 度 ） を 使 用 す ること等を記載している。 5　

料 　 土 質 材 料 と 岩 石 質材料 についてそれ
ぞ

れ試料の分 取， 調製方法を

定して
い
る。 6 試 験 方 法 　 過 酸 化 水 素 水に よる 処 理 と


